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モニタリング結果報告書

平成２１年８月

モニタリングの対象 化学物質の適切な評価・管理を推進し、安全性を確保すること
となる施策目標

１．政策体系上の位置付け

基本目標 Ⅱ 安心・快適な生活環境づくりを衛生的観点から推進すること

施策目標 ４ 国民生活を取り巻く化学物質による人の健康被害を防止するこ
と

施策目標 ４－１ 化学物質の適正な評価・管理を推進し、安全性を確保す
ること

個別目標１ 毒物・劇物の適正な管理を推進すること

個別目標２ 化学物質の毒性について評価し、適正な管理を推進するこ
と

個別目標３ 家庭用品等身の回りの化学物質の安全性を確保すること

（評価対象事務事業）
・家庭用品情報収集調査

施策の概要（目的・根拠法令等）
１．目的等

人の健康を損なうおそれ又は動植物の生息若しくは成育に支障を及ぼすおそれがある
化学物質による環境の汚染を防止するため、新規の化学物質の製造又は輸入に際し事前
に審査する制度を設けるとともに、既存化学物質については、国が中心となって必要な
試験等を実施し、これら化学物質の有する性状等により製造、輸入等に関し必要な規制
を行う。

また、家庭用品に使用される化学物質については、含有量等について規制を設け、健
康被害の防止を図る。

このほか、急性毒性作用がある物質については、毒物又は劇物に指定し、その製造、
輸入又は販売について登録を義務づける等の規制を行い、適正な管理を推進する。

２．根拠法令等
○化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭和４８年法律第１１７号）
○有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律（昭和４８年法律第１１２号）
○毒物及び劇物取締法（昭和２５年法律第３０３号）

主管部局・課室 医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室
関係部局・課室

２．施策目標に係る指標等
施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ 毒物及び劇物取締法違反の改善確 － 47.9 49.1 65.8 ７８．８

認率（単位：％） 【 ％】 【 ％】 【102.5％】【134.0％】【１１９.８％】

（前年度以上／毎年度）

（Ⅱ－４－１）
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（Ⅱ－４－１）

２ 高生産既存化学物質国際安全性点 － 17.7 41.7 54.2 集計中
検実施率（単位：％） 【 ％】 【17.7％】【41.7％】【54.2％】 【 ％】
（化学物質（９６物質）の安全性
点検の実施：（１００％／２０１ 【 ％】 【 ％】 【235.6％】【130.0％】 【 ％】
０年）、かつ、（前年度以上／毎
年度））

３ 家庭用品試買等試験検査における 0.67 0.43 0.29 0.43 0.40
違反率（単位：％） 【149.3％】【232.6％】【344.8％】【232.6％】【250.0％】

（1.0％以下／毎年度）
（調査名・資料出所、備考）
・指標１～３は、医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室調べによる（指標２におけ
る平成２０年度の数値は現在集計中であり、平成２１年９月に取りまとめ予定）。
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（Ⅱ－４－１）

３．個別目標に係る指標等
個別目標１

毒物・劇物の適正な管理を推進すること

個別目標に係る指標
アウトカム指標

（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ 毒物及び劇物取締法違反の改善確 － 47.9 49.1 65.8 ７８.８

認率（単位：％） 【 ％】 【 ％】 【102.5％】【134.0％】【１１９.８％】

（前年度以上／毎年度）
※ 施策目標に係る指標１と同じ

（調査名・資料出所、備考）
・指標１は、医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室調べによる。
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（Ⅱ－４－１）

個別目標２
化学物質の毒性について評価し、適正な管理を推進すること

個別目標に係る指標
アウトカム指標

（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ 高生産既存化学物質国際安全性点 － 17.7 41.7 54.2 集計中

検実施率（単位：％） 【 ％】 【17.7％】【41.7％】【54.2％】 【 ％】
（化学物質（９６物質）の安全性
点検の実施：（１００％／２０１ 【 ％】 【 ％】 【235.6％】 【130.0％】 【 ％】
０年）、かつ、（前年度以上／毎
年度））
※ 施策目標に係る指標２と同じ

（調査名・資料出所、備考）
・指標１は、医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室調べによる（平成２０年度の数
値は現在集計中であり、平成２１年９月に取りまとめ予定）。
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（Ⅱ－４－１）

個別目標３
家庭用品等身の回りの化学物質の安全性を確保すること

個別目標に係る指標
アウトカム指標

（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ 家庭用品試買等試験検査における 0.67 0.43 0.29 0.43 0.40

違反率（単位：％） 【149.3％】【232.6％】【344.8％】【232.6％】【250.0％】

（1.0％以下／毎年度）
※施策目標に係る指標３と同じ

（調査名・資料出所、備考）
・指標１は、医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室調べによる

個別目標を達成するための事務事業（評価対象事務事業）の評価
事務事業名 家庭用品情報収集調査

平成２０年度 ４百万円（補助割合：[国 ／ ][ ／ ][ ／ ]）
予算額等 一般会計、年金特会、労働保険特会、その他（ ）

平成２０年度 ４百万円
決算額

本省、厚生局、労働局（監督署、安定所、均等室）、検疫所
実 施 主 体 都道府県、市区町村、独立行政法人、社会福祉法人、公益法人

その他（ ）
事業の概要・必要性（事業の目的、対象、事業内容、事業の必要性等）
家庭用品等に起因する健康被害の拡大を未然に防止するために、家庭用品等による健

康被害情報をモニター病院及び（財）日本中毒情報センターから収集し、健康被害の実
態等を把握するとともに、専門家による分析・評価、安全対策の検討等及び国民等への
情報提供を行う。
政府決定・重要施策との関連性
事業(予算)実績等 H１６ H1７ H1８ H1９ H２０

予算推移（当初予算） ４ ４ ４ ４ ４
（百万円）

予算上事業数等 １６ １６ １６ １６ １６
モニター病院数
（箇所）

事業実績数等 １６ １６ １６ １６ １６
モニター病院数
（箇所）
実施状況の評価と今後の課題（改善点については期限を示す。）

家庭用品等による健康被害情報をモニター病院等から収集・分析することにより健康
被害の発生状況の把握及び原因の分析を速やかに行うとともに、モニター報告の結果を
公表し、国民等へ正確な情報提供を行っているところ。これらにより、身の回りの化学
物質の安全性の確保に貢献していると評価できる。今後とも引き続きモニター病院等か
ら情報を収集するとともに、消費者庁が構築する「消費者事故情報データベース」の活
用など情報収集を充実し、分析・公表を行うことにより、家庭用品等身の回りの化学物
質の一層の安全確保を図ることとする。


